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2はじめに

◼ 需給調整市場において、2024年度から新たに一次・二次①・二次②の取引が開始され、既に取引を開始していた
三次①・三次②を含め全商品の取引が開始されたものの、全商品において応札不足が顕在化している状況。

◼ 上記を受け、2024年4月1日から現在に至るまでの取引実績について取りまとめるとともに、調整力提供者の応札
行動等を確認するため、全取引会員に対してアンケートを実施した。

◼ 今回、取引実績ならびに取引会員へのアンケート結果を踏まえ、応札不足への対応の方向性について検討を行った
ため、ご議論いただきたい。



3（参考） 需給調整市場全面運開後の進め方

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


4（参考） 需給調整市場における検討課題について

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html
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7取引実績（概要）

◼ 一次・二次①・二次②・複合商品については、2024年3月26日に初回取引が実施され、既存の三次①・三次②
を含め、取引自体はシステムトラブル等なく実施※1されているところ。

◼ 他方、初回取引から現在に至るまで、全商品において応札不足が継続している状況。（一次・二次①は70～80%
程度、二次②は20～30%程度、三次①は50%程度、複合商品は60%程度、三次②は20～70%程度の不足率）

◼ また、不足率はエリア毎に偏りがある状況であり、以降の頁において、商品毎に詳細な取引実績をお示しする。
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※1 三次②の4/10 6ブロック受渡分について、約定していない事象が発生（稀頻度事象であることを確認のうえ、同一事象の発生回避措置を実施済）

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量・応札量は全8ブロック合計値

※2 2024年5月1日受渡分から現在に至るまで、二次②・三次①の前日追加調達を一時中断しているところ

※2



8（参考） 需給調整市場システムにおいて三次②が約定していない事象のお知らせ

出所）電力需給調整力取引所HP
https://www.eprx.or.jp/j_information/docs/006_202404121155.pdf

https://www.eprx.or.jp/j_information/docs/006_202404121155.pdf


9（参考） 二次②・三次①の前日追加調達の一次中断のお知らせ

出所）電力需給調整力取引所HP
https://www.eprx.or.jp/j_information/docs/20240426_news_r.pdf

https://www.eprx.or.jp/j_information/docs/20240426_news_r.pdf


10取引実績（一次）：概要

◼ ほぼ一定の募集量（27,000MW/日）に対し、2割未満の応札量、落札量（約5,000MW/日）で推移し、
不足率（不足量/募集量）としては80%程度といった状況。

◼ エリア別では、東京・中部・九州エリアにおいて応札量がほぼゼロといった状況であった（次頁参照）。

◼ なお、平均落札単価（全国平均）は2.5円/kW程度で右肩上がりで推移しているところ。
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【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量



11（参考） 取引実績（一次）：エリア別
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◼ 東京・中部・九州エリアにおいては応札がほぼゼロ（不足率≒100%）といった状況であった。

◼ 他エリアにおいては応札はあったものの、募集量を充足していない状況であった。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量



12（参考） 取引実績（一次）：ブロック別募集量・応札量
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成。
募集量・応札量はデータ集計対象期間（2024/4/1～5/17）
におけるブロック毎の平均値。



13取引実績（二次①）：概要

◼ ほぼ一定の募集量（24,000MW/日）に対し、2～3割程度の応札量、落札量（6,000～7,000MW/日）
で推移し、不足率（不足量/募集量）としては70~80%程度といった状況。

◼ エリア別では、一次と同様、東京・中部エリアにおいて応札はほぼゼロであった一方で、北海道・北陸エリアにおいては
募集量をほぼ充足している状況であった（次頁参照）。

◼ なお、二次①の平均落札単価（全国平均）は3円/kW前後を推移。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】



14（参考） 取引実績（二次①）：エリア別
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◼ 東京・中部エリアでは応札がなかったのに対し、北海道・北陸エリアではほぼ募集量を充足している状況であった。

◼ 他エリアにおいては応札はあったものの、募集量を充足していない状況であった。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量



15（参考） 取引実績（二次①）：ブロック別募集量・応札量

＜北海道＞ ＜東北＞ ＜東京＞

＜中部＞

＜中国＞

＜北陸＞ ＜関西＞

＜四国＞ ＜九州＞
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成。
募集量・応札量はデータ集計対象期間（2024/4/1～5/17）
におけるブロック毎の平均値。



16取引実績（二次②）：概要

◼ ほぼ一定の募集量（13,500MW/日）に対し、ほぼ充足するような応札量、落札量で推移したものの、個別の
ブロックにおいて不足が発生していたことから、不足率（不足量/募集量）としては20～30%程度といった状況で
あった。

◼ エリア別では、北海道・中部エリアでは応札がなかった一方、募集量を充足するエリアもあった状況（次頁参照）。

◼ なお、二次②の平均落札単価（全国平均）は2.5円/kW程度で推移。

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

4/1 4/8 4/15 4/22 4/29 5/6 5/13

平
均

落
札

単
価

[円
/k

W
]

募
集

量
、
応

札
量

、
落

札
量

[M
W

/日
]

応札量[MW/日] 落札量[MW/日]

募集量[MW/日] 平均落札単価

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

4/1 4/8 4/15 4/22 4/29 5/6 5/13

不
足

率

不
足

量
[M

W
/日

]

不足量[MW/日] 不足率

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】



17（参考） 取引実績（二次②）：エリア別

＜北海道＞ ＜東北＞ ＜東京＞

＜中部＞

＜中国＞

＜北陸＞ ＜関西＞

＜四国＞ ＜九州＞

◼ 北海道・中部エリアでは応札がなかったのに対し、北陸・四国エリアではほぼ募集量を充足している状況であった。

◼ 他エリアにおいては応札はあったものの、募集量を充足していない状況であった。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量



18（参考） 取引実績（二次②）：ブロック別募集量・応札量

＜北海道＞ ＜東北＞ ＜東京＞

＜中部＞

＜中国＞

＜北陸＞ ＜関西＞

＜四国＞ ＜九州＞
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成。
募集量・応札量はデータ集計対象期間（2024/4/1～5/17）
におけるブロック毎の平均値。



19取引実績（三次①）：概要

◼ ほぼ一定の募集量（41,000MW/日）に対し、5割程度の応札量、落札量（約20,000MW/日）で推移し、
不足率（不足量/募集量）としては約50%程度といった状況であった。

◼ エリア別では、北海道エリアで応札がなかった一方、北陸・四国エリアではほぼ募集量を充足していた（次頁参照）。

◼ なお、三次①の平均落札単価（全国平均）は2.5円/kW程度で推移。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】



20（参考） 取引実績（三次①）：エリア別

＜北海道＞ ＜東北＞ ＜東京＞

＜中部＞

＜中国＞

＜北陸＞ ＜関西＞

＜四国＞ ＜九州＞

◼ 北海道エリアでは応札がなかったのに対し、北陸・四国エリアではほぼ募集量を充足している状況であった。

◼ 他エリアにおいては応札はあったものの、募集量を充足していない状況であった。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量



21（参考） 取引実績（三次①）：ブロック別募集量・応札量
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成。
募集量・応札量はデータ集計対象期間（2024/4/1～5/17）
におけるブロック毎の平均値。



22取引実績（複合商品）：概要

◼ ほぼ一定の募集量（48,000MW/日）に対し、4割程度の応札量、落札量（約21,000MW/日）で推移し、
不足率（不足量/募集量）としては60％程度といった状況であった。

◼ 全エリアにおいて応札はあったものの、募集量を充足するエリアはなかった状況（次頁参照）。

◼ なお、複合商品の平均落札単価（全国平均）は2.5円/kW程度で推移。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】



23（参考） 取引実績（複合商品）：エリア別
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◼ 全エリアにおいては応札はあったものの、募集量を充足していない状況であった。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量



24（参考） 取引実績（複合商品）：ブロック別募集量・応札量
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成。
募集量・応札量はデータ集計対象期間（2024/4/1～5/17）
におけるブロック毎の平均値。



25取引実績（三次②）：概要

◼ 二次②・三次①の前日追加調達を一次中断するまで（2024年4月30日受渡分まで）は、バラつきのある募集量
（約50,000MW/日）に対して、3～5割程度の応札量、落札量（約15,000～25,000MW/日）で推移
した結果、不足率（不足量/募集量）としては40～70%といった状況であった。

◼ 二次②・三次①の前日追加調達の一次中断後（2024年5月1日受渡分以降）、全体的に減少したバラつきの
ある募集量（約20,000MW/日）に対して、5割程度の応札量、落札量（約10,000MW/日）で推移した
結果、不足率（不足量/募集量）はやや減少し、20～60%といった状況であった。

◼ なお、全エリアにおいて応札はあったものの、募集量を充足するエリアはなかった状況（次頁参照）。

◼ また、三次②の平均落札単価（全国平均）は2~10円/kW程度で、4月中旬から乱高下している状況。
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は全8ブロック合計値
不足率＝不足量/募集量

【募集量、応札量、落札量（全国エリア）】 【不足量、不足率（全国エリア）】



26（参考） 取引実績（三次②）：エリア別
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◼ 全エリアにおいて応札はあったものの、募集量を充足するエリアはなかった状況。
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27（参考） 取引実績（三次②）：ブロック別募集量・応札量
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29取引会員に対するアンケート（概要）

◼ 2024年度から需給調整市場の全商品の取引が開始されたものの、前章のとおり、全商品において応札不足が
顕在化している状況。

◼ かかる状況を踏まえ、調整力提供者の応札行動等を確認するため、需給調整市場の全取引会員（61会員）に
対し、資源エネルギー庁および電力需給調整力取引所（以下「EPRX」という。）とも連携のうえ、2024年4月5日
～2024年4月17日の期間でアンケートを実施した。

◼ アンケートは、応札準備が整っている会員※（以下「会員A」という。）向け、ならびに応札準備が整っていない会員
（以下「会員B」という。）向けの2種類を用意したうえで、基本的にはいずれか一方を回答いただくよう依頼した。

◼ なお、会員A向け、会員B向けそれぞれに対するアンケート項目と内容は下表のとおり。

アンケート項目
アンケート内容

応札準備が整っている会員（会員A）向け 応札準備が整っていない会員（会員B）向け

（１）基本情報 • リソースの属地エリア、電源種、応札可能商品 • リソースの属地エリア、電源種、応札予定商品

（２）応札実績（あるいは予定） • 応札実績
• 応札準備が整う時期
• 供出可能量の規模感

（３）応札障壁
• 応札を見送ったリソースの有無、電源種、理由
• 応札障壁がない場合の供出可能量の規模感

• 今後、応札障壁となりうる要因

（４）応札方針 • 応札障壁がない場合の応札方針 ー

（５）応札量増加の取り組み • 応札量増加のための各社の取り組み ー

（６）応札阻害要因
• 市場の制度やルールにおける応札阻害要因
• 市場の制度やルール以外での応札阻害要因

同左

（７）その他ご要望等
• EPRXホームページに関するご意見
• 需給調整市場や運営に関するご意見

同左

※ 事前審査を終え、需給調整市場システム上で応札可能な状態のリソースを所有する会員を想定



30アンケート結果：回収状況

◼ 全取引会員（61会員）に対してアンケートを依頼し、36会員から回答を受領したところ。

◼ 内訳としては、応札準備が整っている会員（会員A）から計25部、応札準備が整っていない会員（会員B）から
計13部のアンケートを受領した※。

◼ 以降の頁において、まずは応札準備が整っている会員（会員A）から受領したアンケート結果の詳細についてお示し
する。

※ リソースによって応札準備が整っていないものがあることから、
一部の同一会員からそれぞれの立場でアンケートを受領。

全61会員にアンケート依頼

36会員からアンケート受領

【アンケート回収状況】

応札準備が整っている
:25会員（会員A）※

応札準備が整ってない
：13会員（会員B）※



31会員Aからのアンケート結果：（１）基本情報

◼ 会員Aから回答いただいたリソースに係る基本情報（応札可能商品、属地エリア、電源種）は以下のとおり。

◼ エリア別では、北海道エリアのリソースに関する回答が最も多く、北陸エリアを除いて、バランスよく各商品について回答
いただいたところ。

◼ 電源種別では、主に従来電源（火力・水力）に係る回答であったものの、新規電源である蓄電池やDRについても
一部ご意見をいただいた。
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※ 同一リソースで複数商品、複数エリアに応札している場合、それぞれカウント
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会員Aからのアンケート結果：（２）応札実績（全国エリア）

◼ 今回、以下の期間における応札実績について、ご回答いただいた結果（商品毎）は下図のとおり※。

➢ 一次～三次①、複合商品（週間商品） ： 2024/4/1～2024/4/26

➢ 三次②（前日商品） ： 2024/4/1～2024/4/17

◼ アンケートの結果、調整力提供者の所有する複数の電源種（火力、揚水、蓄電池、DR等）を組み合わせた応札
が基本であった。また、一次については蓄電池の応札が多く見られたところ。

＜二次②＞＜一次＞ ＜二次①＞

＜三次①＞ ＜三次②＞＜複合商品＞
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※ 一部記載誤りがあった箇所について、EPRXにて修正



33（参考） 複合商品の応札実績の内訳（全国エリア）

◼ 複合商品への応札実績における、電源種毎、商品毎の応札実績（内訳）は下図のとおり※ 。

◼ 複合商品への応札方法としては、一次～三次①（全商品）への応札が主であった。
（「一次・二次①」、「二次②・三次①」への応札も一部あった。）

【複合商品の応札実績（電源種毎）】 【複合商品の応札実績（商品内訳）】
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※一部記載誤りがあった箇所について、EPRXにて修正



34会員Aからのアンケート結果：（３）応札障壁（１／２）

◼ 会員A（25会員）のうち、約7割の会員（18会員）から、今回アンケートの指定期間ブロックにおいて、何らかの
理由によって、応札を見送ったリソースがあると回答をいただいたところ。

◼ 電源種別では、火力・水力（揚水発電）が応札を見送ったリソースの大宗を占めるものの、蓄電池、DRにおいても
応札を見送ったものがあることから、特定の電源種に限定された理由ではないことが考えられるところ。
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【応札見送りリソースに係る回答（電源種別）】

全61会員にアンケート依頼

36会員からアンケート受領

応札準備が整っている
:25会員（会員A）

応札準備が整ってない
：13会員（会員B）

応札見送りリソースあり
：18会員

応札見送りリソースなし
：7会員

【アンケート分類】



35会員Aからのアンケート結果：（３）応札障壁（２／２）

◼ 応札を見送ったリソースに対し、応札を見送った理由（以下「応札障壁」という。）についてアンケートを行った。

◼ 合わせて各応札障壁における調整力供出に与える影響度を確認するため、仮に、応札障壁がなかった場合に期待
できる調整力供出量（調整力供出ポテンシャル）を試算※のうえ、応札障壁と紐づけ下図のとおり整理した。

◼ 整理を行ったところ、調整力供出に与える影響が最も大きいと考えられる応札障壁は、起動費取り漏れリスクであり、
次点で調整力発動リスクや水力発電所における河川制約といった結果であった。

◼ 本結果については、対応優先度や制度変更による対応可否等を含め、次章で深掘り検討を実施する。

※ 最大供出可能量（規模感）と応札実績の差分を、応札障壁の数に応じて按分して試算。
なお、調整力供出ポテンシャルがゼロ（あるいは不明）のものは図から削除。
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（参考） 会員Aからのアンケート結果：（３）応札障壁（回答数）

◼ 応札障壁について、回答数で整理した結果は下図のとおり。

◼ 基本的には前頁の影響度順と比例関係にあり、起動費取り漏れリスクが応札障壁の回答数としては最多であり、
次点で調整力発動リスク、下げ代不足回避といった結果であった。

応札障壁（括弧内は第46回本小委員会 資料2におけるヒアリング結果No.と対応）



37（参考） ヒアリング結果：No.1 一次、二次①の並列必須要件について

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


38（参考） ヒアリング結果：No.2 余力活用と比較した金銭的インセンティブについて

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


39（参考） ヒアリング結果：No.3 起動費取り漏れリスク回避について

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


40（参考） ヒアリング結果：No.4 相対契約における通告変更権について

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


41（参考） ヒアリング結果：No.5 調整力発動に係るリスク回避について

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


42（参考） ヒアリング結果：No.6 下げ代不足回避について

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


43（参考） ヒアリング結果：No.7 複数ユニットの持ち下げ供出について

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


44（参考） ヒアリング結果：No.8 ΔkW上限価格について

出所）第46回需給調整市場検討小委員会（2024年3月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_46_haifu.html


45

追加起動

会員Aからのアンケート結果：（４）応札方針

◼ また、前述の（３）応札障壁がなくなったと仮定した場合の応札方針についても、アンケートを実施した。

◼ 寄せられた主な応札方針は下表のとおりであり、応札障壁がなくなった場合、「No.1:追加起動のうえ、余力の全量
を応札」が経済合理的（かつ応札不足解消に繋がる）と考えられるところ、それでもなおNo.2、3の方針が、No.1
より優位となる点について、応札障壁が一定程度解消した際に、改めて深掘り調査する必要があると考えられるか。

No. 応札方針

１ 追加起動のうえ、余力の全量を応札

２ 起動済電源における余力の全量を応札（追加起動なし）

３ 卸市場価格見合い（価格スパイクを考慮等）で応札

４ 設備制約等を考慮のうえ、可能な範囲で全量応札 ⇒設備制約であり深掘り対象外

５ SOC見合いで全量応札（蓄電池） ⇒設備制約であり深掘り対象外

定格
100

限界費用[円/kWh]

【応札方針No.1 イメージ】

出力

50

9 10 12

【応札方針No.2 イメージ】

25

75

定格
100

限界費用[円/kWh]

出力

50

9 10 12

25

75 ΔkW

ΔkW

持ち下げ

50の
ΔkWを供出

ΔkW

計150の
ΔkWを供出

【応札方針No.3 イメージ】

前日SP想定
11円/kWh

前日SP想定
11円/kWh

定格
100

限界費用[円/kWh]

出力

50

9 10 12

25

75 kWh
供出

前日SP想定
50円/kWh

（スパイク想定）

スパイク想定なら
ΔkW供出なし

追加起動

持ち下げ

kWh
供出停

止
中



46（参考） 会員Aからのアンケート結果：（５）応札量増加の取り組み

◼ 今後の応札量増加の取り組みについてアンケートを行い、寄せられた主なご意見は下表のとおりであり、回答数として
はNo.1の新規リソースの導入に係る取り組みが最多であった。

◼ その他、既存電源の活用・拡張といった観点や予測精度の向上といった観点から、応札量増加に向けた取り組みに
ついて、前向きなご意見をいただいたところ。

◼ 今回頂いたご意見を含め、好事例については会員に情報共有を図ることで、さらなる応札量の増加が期待できるか。

No. 応札量増加の取り組み

１ 新規リソースの導入

２ システム新規構築・改修

３ 設備改修

４ 事前審査対象の拡大

５ 需要予測の精査

６ 営業活動の活性化（DR）

７ 河川制約の予測精度向上（揚水発電）

８ 調整力発動量・指令等の分析（蓄電池）



47会員Aからのアンケート結果：（６）応札阻害要因、（７）その他ご要望等

◼ （３）応札障壁で頂いたご意見の他、応札を阻害しうる要因やその他ご要望等がないかアンケートを実施した結果、
寄せられた主なご意見（複数回答があったもののみ抜粋）は下表のとおり。

◼ 頂いたご意見については、必要に応じ、EPRXや一般送配電事業者と連携の上、対応可否を含め検討を進めること
としたい。

No. その他ご要望等

１ データ提供の柔軟化（API化等）について検討してほしい

２
約定結果の見せ方を改善してほしい
（グラフ等での見える化、自身のリソースのエリア紐づき結果を公表等）

３ アセスメント結果の連絡を迅速化してほしい（2か月は長い）

４ 正確性やスピードの観点で、問い合わせ対応を円滑に実施してほしい

５ 取引ガイドを含め規程類や制度が難解なため、補足資料等を作成してほしい

６ 専用線構築費用が高額であるため、要件緩和等について検討してほしい

７ TSO毎にシステム仕様や取引ガイドの運用等に差があるため統一してほしい

８ ルール改定が高頻度であり、システム対応等の時間的裕度がないため配慮してほしい



48会員Bからのアンケート結果：回収状況

全61会員にアンケート依頼

36会員からアンケート受領

応札準備が整っている
:25会員（会員A）※

応札準備が整ってない
：13会員（会員B）※

【アンケート回収状況】

◼ 続いて、ご回答いただいた36会員のうち、応札準備が整っていない会員（会員B）から受領した13部のアンケート
結果の詳細について、お示しする。

※リソースによって応札準備が整っていないものがあることから、
同一会員からそれぞれの立場でアンケートを受領



49会員Bからのアンケート結果：（１）基本情報

◼ 会員Bからご回答いただいたリソースに係る基本情報（応札予定商品、属地エリア、電源種）は以下のとおり。

◼ 九州エリアからの回答が最多であり、北陸・中国・四国エリアにおいては回答がなかった状況。

◼ また、電源種別では、全商品に共通して新規電源である蓄電池に係るご意見を多く頂いたところ。

【回答数（エリア別）】 【回答数（電源種毎）】

0
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35

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

回
答
数

三次②

複合商品

三次①

二次②

二次①

一次
0
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16

18

一次 二次① 二次② 三次① 複合商品 三次②

回
答
数

火力

水力（揚水発電）

蓄電池

DR



50会員Bからのアンケート結果：（２）応札予定（供出可能時期と供出ポテンシャル）

◼ 会員Bからのアンケート結果より、応札が可能となる時期（見込み）と調整力供出ポテンシャルを集計した結果は
下図のとおり。

◼ 今後の調整力供出ポテンシャルとしては、2024年度中に約900MWの供出が期待でき、以降の年度においても
一定程度の調整力供出ポテンシャル（新規リソース導入）が期待できるところ。

◼ また、電源種としては火力等の従来電源に加え、2024年度以降継続して蓄電池の導入が期待されるところ。

【調整力供出ポテンシャル（商品別）】 【調整力供出ポテンシャル（電源種別）】
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51会員Bからのアンケート結果：（３）応札障壁

◼ 今後、具体的に応札に向けた検討を進めていくにあたり、応札障壁となりうる要因（以下、「応札障壁」という。）
がないか、アンケートを実施した。

◼ 回答いただいた応札障壁と今後新規に導入を予定しているリソースの供出期待量（調整力供出ポテンシャル）を
紐づけたうえで、応札障壁毎に整理した結果は下図のとおり。

◼ 整理を行ったところ、会員A同様、調整力発動に係るリスクが、あるいは会員BにおいてはΔkW上限価格が、応札
障壁として影響度の大きいものとして挙げられた（市況変動や需給変動リスクについては影響度が大きい応札障壁
と考えられるものの、回答数としては少数であったところ）。

◼ 本結果については、対応優先度や制度変更による対応可否等を含め、次章で深掘り検討を実施する。

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

市況価格変動や需給変動リスクを回避するため

リソースが揚水発電所等であり、調整力発動に係るリスクを回避するため（No.5）

ΔkW上限価格を超えた入札となるため（No.8）

調整力供出コスト回収漏れリスクを回避するため

卸市場と比較してインセンティブとペナルティのバランスが悪いため

システム要件が煩雑かつ難解なため

余力活用と比較して金銭的インセンティブが劣後しているため（No.2）

制度変更に伴うシステム対応費用を回収できないため

事前審査（5分値評価）等が厳しいため

リソースが揚水発電所等であり、一次、二次①に関し並列必須要件ネックがあるため（No.1）

調整力供出ポテンシャル[MW/日]

一次 二次① 二次② 三次① 三次②

応札障壁（括弧内は第46回本小委員会 資料2におけるヒアリング結果No.と対応）



52（参考） 会員Bからのアンケート結果：（３）応札障壁（回答数）

◼ 応札障壁について、回答数で整理した結果は下図のとおり。（ご意見がなかったものは削除）

◼ 整理を行ったところ、応札障壁としては「ΔkW上限価格」が回答数としては最多であり、次点で「余力活用と比較
して金銭的インセンティブが劣後している」といった結果となった。（前頁で最も影響が大きかった「市況価格の変動
や需給変動リスク」については、回答数としては少数であった）

0 5 10 15 20 25

ΔkW上限価格を超えた入札となるため（No.8）

余力活用と比較して金銭的インセンティブが劣後しているため（No.2）

リソースが揚水発電所等であり、調整力発動に係るリスクを回避するため（No.5）

調整力供出コスト回収漏れリスクを回避するため

市況価格変動や需給変動リスクを回避するため

制度変更に伴うシステム対応費用を回収できないため

リソースが揚水発電所等であり、一次、二次①に関し並列必須要件ネックがあるため（No.1）

卸市場と比較してインセンティブとペナルティのバランスが悪いため

システム要件が煩雑かつ難解なため

事前審査（5分値評価）等が厳しいため

回答数

一次 二次① 二次② 三次① 三次②

応札障壁（括弧内は第46回本小委員会 資料2におけるヒアリング結果No.と対応）



53会員Bからのアンケート結果：（６）応札阻害要因、（７）その他ご要望等

◼ （３）応札障壁で頂いたご意見の他、応札を阻害しうる要因やその他ご要望等がないかアンケートを実施した結果、
寄せられた主なご意見（複数回答があったもののみ抜粋）は下表のとおり。

◼ 会員Aから頂いたものと共通したご意見でもあることから、頂いたご意見については、必要に応じEPRXや一般送配電
事業者と連携のうえ、対応可否を含め検討を進めることとしたい。

No. その他ご要望等

１ データ提供の柔軟化（API化等）について検討してほしい

２
約定結果の見せ方を改善してほしい
（グラフ等での見える化、自身のリソースのエリア紐づき結果を公表等）



54

1. 取引実績

2. 取引会員に対するアンケート

3. 応札不足への対応の方向性

4. まとめ

目次



55応札不足対応の基本的な考え方

◼ これまでご紹介してきた応札実績のとおり、2024年度の全面需給調整市場運開直後より全商品において応札
不足が顕在化し、現在に至るまで応札不足が継続している状況を踏まえると、何らか応札不足対応を取らなければ、
今後も応札不足が継続する蓋然性が高いと考えられるところ。

◼ 第46回本小委員会において整理した「余力活用の特別対応」等を活用することによって、現状は、直ちに安定供給
に支障がある水準ではないものの、余力活用は本来あるべき市場取引に比べれば劣後する原則外の対応であること
からも、可及的速やかに効果的な応札不足対応（恒久対策）を実施することで、本来あるべき姿を目指すことが
望ましいと考えられる（「応急対策」適用により致命傷を防ぎつつ、市場として本来あるべき姿を目指す）。

◼ 上記を踏まえると、今回受領したアンケート結果のうち、特に（３）応札障壁に係るアンケート結果をもとに、応札
不足対応の方向性を検討することが最も効果的であると考えられるところ。（なお、その他のご要望等についても
EPRXや一般送配電事業者と連携のうえ、並行して検討を進める）

◼ なお、応札不足対応の方向性としては、第45回本小委員会（2024年2月7日）において紹介した以下の3つの
アプローチが基本であることを念頭に、今回受領したアンケート結果を踏まえ、応札不足への対応の方向性について
検討を行うこととする。

➢ ①技術的検討（リクワイアメント・ペナルティの緩和、要件緩和等）

➢ ②金銭等調整（金銭的インセンティブの増加、応札リスク低減等）

➢ ③規制的措置（市場への強制参加等）

◼ また、応札障壁が一定程度解消した際に、改めて調整力提供者の応札方針が、経済合理的な（かつ応札不足
解消に繋がる）ものとなっているか、深掘り調査する必要があると考えられるところ。

◼ 上記の応札不足対応に係る基本的な考え方を踏まえ、まずは会員A・Bから受領した、（３）応札障壁の結果に
ついて深掘り分析を実施した。



56（参考） 市場の課題に対する「応急対策」の基本的な考え方

出所）本小委員会（2024年5月15日）資料2



57（参考） 将来的な対応の方向性について

出所）第45回需給調整市場検討小委員会（2024年2月7日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_45_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_45_haifu.html
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0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

リソースが揚水発電所等であり、調整力発動に係るリスクを回避するため

起動費を取り漏れるリスクを回避するため

天候等による河川制約（水力）があるため

下げ代不足を回避するため

調整力供出コスト回収漏れリスクを回避するため

設備上・運用上の制約があるため

市況価格変動や需給変動リスクを回避するため

リソースが揚水発電所等であり、一次、二次①に関し並列必須要件ネックがあるため

卸市場と比較してインセンティブとペナルティのバランスが悪いため

余力活用と比較して金銭的インセンティブが劣後しているため

ΔkW上限価格を超えた入札となるため

複数ユニットの持ち下げ供出はインセンティブがない（リスクがある）ため

電源差し替えに伴う価格算定業務が煩雑なため

トラブル時の差し替え余力確保のため

歯抜け約定により不経済となるリスクを回避するため

燃料不足リスク回避のため

相対契約における通告変更権により余力が確定していないため

システム対応等により一部応札準備が整っていなかったため

システム要件が煩雑かつ難解なため

制度変更に伴うシステム対応費用を回収できないため

事前審査（5分値評価）等が厳しいため

調整力供出ポテンシャル[MW/日]

一次 二次① 二次② 三次① 三次②

（３）応札障壁（会員A・B）の分析・分類について（１／２）

◼ 会員A・Bから受領した（３）応札障壁に係るアンケートを合成した結果は下図のとおり。

◼ 前述の基本的な考え方を踏まえると、より効果的な応札不足対応を実施する観点から、応札障壁に紐づく調整力
供出ポテンシャル（影響度）の高い応札障壁から順に深掘り検討を進めることが基本と考えられるところ。

◼ 他方、応札障壁が相応にあることを踏まえ、まずは、応札不足対応の効果を見込める蓋然性が高いと考えられる
「5,000MW/日以上の調整力供出ポテンシャルを持つ応札障壁」に注力して検討を進めることとしてはどうか。

対応優先度

高

低

本応札障壁に注力して検討

応札障壁



59（３）応札障壁（会員A・B）の分析・分類について（２／２）

◼ 次に、前頁の5,000MW/日以上の調整力供出ポテンシャルを持つ応札障壁に対するアプローチについて検討する。

◼ 基本的な考え方のとおり、検討アプローチとしては3つの方法（①技術的検討、②金銭等調整、③規制的措置）
が考えられるところ、③規制的措置についてはその適用範囲がまだ未検討であることを踏まえ、まずは①技術的検討
あるいは②金銭等調整によって、応札障壁に対してアプローチができないか検討を実施した。

◼ なお、いずれのアプローチ適用も困難な応札障壁は、制度上の対応が困難と考えられるため、検討対象外とした。

No. 応札障壁（影響度が大きい順） 検討アプローチ（案）

１ リソースが揚水発電所等であり、調整力発動に係るリスクを回避するため ①技術的検討、②金銭等調整

２ 起動費を取り漏れるリスクを回避するため ②金銭等調整

３ 天候等による河川制約があるため（水力） ①技術的検討

４ 下げ代不足を回避するため ①技術的検討

５ 調整力供出コスト回収漏れリスクを回避するため ②金銭等調整

設備上・運用上の制約があるため 検討対象外

６ 市況価格変動や需給変動リスクを回避するため ②金銭等調整

７ リソースが揚水発電所等であり、一次、二次①に関し並列必須要件ネックがあるため ①技術的検討

８ 卸市場と比較してインセンティブとペナルティのバランスが悪いため ①技術的検討、②金銭等調整

９ 余力活用と比較して金銭的インセンティブが劣後しているため ②金銭等調整

１０ ΔkW上限価格を超えた入札となるため ②金銭等調整

１１ 複数ユニットの持ち下げ供出はインセンティブがない（リスクがある）ため ①技術的検討、②金銭等調整

１２ 電源差し替えに伴う価格再算定業務が煩雑なため ②金銭等調整



60応札不足対応の方向性

◼ 前頁において整理した応札障壁を検討アプローチごとに再整理した結果が下表のとおり。

◼ 第46回本小委員会で整理したとおり、下表の検討項目のうち、特に技術的検討が必要となる項目（No.1-1～
1-6）について、広域機関が主体となって、引き続き国およびEPRXとも連携のうえ、検討を進めることとする。

◼ なお、今後の検討を進めるにあたり、必要に応じて今回アンケートの結果については深掘り調査を実施することとする。

検討アプローチ（案） No. 応札障壁（影響度が大きい順）

①技術的検討

1-1 リソースが揚水発電所等であり、調整力発動に係るリスクを回避するため

1-2 天候等による河川制約があるため（水力）

1-3 下げ代不足を回避するため

1-4 リソースが揚水発電所等であり、一次、二次①に関し並列必須要件ネックがあるため

1-5 卸市場と比較してインセンティブとペナルティのバランスが悪いため

1-6 複数ユニットの持ち下げ供出はインセンティブがない（リスクがある）ため

②金銭等対応

2-1 リソースが揚水発電所等であり、調整力発動に係るリスクを回避するため

2-2 起動費を取り漏れるリスクを回避するため

2-3 調整力供出コスト回収漏れリスクを回避するため

2-4 市況価格変動や需給変動リスクを回避するため

2-5 卸市場と比較してインセンティブとペナルティのバランスが悪いため

2-6 余力活用と比較して金銭的インセンティブが劣後しているため

2-7 ΔkW上限価格を超えた入札となるため

2-8 複数ユニットの持ち下げ供出はインセンティブがない（リスクがある）ため

2-9 電源差し替えに伴う価格再算定業務が煩雑なため
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1. 取引実績

2. 取引会員に対するアンケート

3. 応札不足への対応の方向性

4. まとめ
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62まとめ（１／２）

◼ 2024年度から新たに一次・二次①・二次②の取引が開始され、既に取引を開始していた三次①・三次②を含め、
全商品の取引が開始されたものの、全商品において応札不足が顕在化している状況を踏まえ、全取引会員に対し
アンケートを実施した。

◼ 応札不足対応に係る基本的な考え方（以下）を踏まえ、アンケート結果の深掘り分析を実施した。

➢ 可及的速やかに効果的な応札不足対応（恒久対策）を実施することで、本来あるべき姿を目指す。
（ 「応急対策」適用により致命傷を防ぎつつ、市場として本来あるべき姿を目指す）

➢ （３）応札障壁に係るアンケート結果をもとに応札不足対応の方向性を検討することが最も効果的であると
考えられるところ。

➢ 応札不足対応の方向性としては、以下の3つのアプローチが基本である。

✓ ①技術的検討（リクワイアメント・ペナルティの緩和、要件緩和等）

✓ ②金銭等調整（金銭的インセンティブの増加、応札リスク低減等）

✓ ③規制的措置（市場への強制参加等）

➢ 加えて、応札障壁が一定程度解消した際に、改めて調整力提供者の応札方針が、経済合理的な（かつ応札
不足解消に繋がる）ものとなっているか、深掘り調査する必要があると考えられるところ。



63まとめ（２／２）

◼ アンケート結果における（３）応札障壁について、より応札不足対応の効果を見込める蓋然性が高い応札障壁を
抽出したうえで、検討アプローチについて検討した結果は下表のとおり。

◼ 下表のうち、特に技術的検討が必要な応札障壁については、広域機関が主体となって、引き続き国およびEPRXとも
連携のうえ、検討を進めることとする。

◼ なお、今後の検討を進めるにあたり、必要に応じて今回アンケートの結果については深掘り調査を実施することとする。

検討アプローチ（案） No. 応札障壁（影響度が大きい順）

①技術的検討

1-1 リソースが揚水発電所等であり、調整力発動に係るリスクを回避するため

1-2 天候等による河川制約があるため（水力）

1-3 下げ代不足を回避するため

1-4 リソースが揚水発電所等であり、一次、二次①に関し並列必須要件ネックがあるため

1-5 卸市場と比較してインセンティブとペナルティのバランスが悪いため

1-6 複数ユニットの持ち下げ供出はインセンティブがない（リスクがある）ため

②金銭等対応

2-1 リソースが揚水発電所等であり、調整力発動に係るリスクを回避するため

2-2 起動費を取り漏れるリスクを回避するため

2-3 調整力供出コスト回収漏れリスクを回避するため

2-4 市況価格変動や需給変動リスクを回避するため

2-5 卸市場と比較してインセンティブとペナルティのバランスが悪いため

2-6 余力活用と比較して金銭的インセンティブが劣後しているため

2-7 ΔkW上限価格を超えた入札となるため

2-8 複数ユニットの持ち下げ供出はインセンティブがない（リスクがある）ため

2-9 電源差し替えに伴う価格再算定業務が煩雑なため


